
 

 

滝沢市国民健康保険第３期保健事業実施計画（データヘルス計画）及び第４期 

特定健康診査等実施計画の策定について 

 

１ 計画の概要について 

滝沢市国民健康保険保健事業実施計画（以下「データヘルス計画」という。）は、健康・医療情報を

活用して、ＰＤＣＡサイクルに沿った効果的かつ効率的な保健事業の実施を図るための保健事業の実

施計画であり、特定健康診査等実施計画と一体的に作成しております。現行の計画の計画期間が令和

５年度までであることから、今年度中に、次期計画を策定する予定となっております。また、次期計

画から、各都道府県が、県内の健康課題の分析結果や、共通の評価指標を含む健康づくり施策の方向

性を市町村に示すこととされたことから、岩手県はじめ関係機関と連携を密にしながら、計画を作成

してまいります。 

 

２ 計画策定時期及び計画期間について 

計画名称 策定時期 計画期間 

第１期データヘルス計画 平成２７年３月 平成２７年度から平成２９年度（３年間） 

第２期データヘルス計画 平成３０年３月 平成３０年度から令和５年度（６年間） 

第３期データヘルス計画 令和６年３月 令和６年度から令和１１年度（６年間） 

 

３ 次期計画策定のスケジュール 

年月日 相手方 内容 

令

和

５

年 

８月 21日 第１回国保運営協議会 計画の策定について報告 

10月～12月 
ヘルスサポート事業支援・評価委員会 

（国保連事務局：大学教授等有識者で構成） 
計画の策定について助言 

12月 データヘルス計画案作成 

令

和

６

年 

１月 パブリックコメント 

２月 

第 回国保運営協議会 計画案について報告 

政策調整報告会議（庁内会議） 計画案について報告 

３月 データヘルス計画策定 
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実施事業  

○ 現行計画（第２期データヘルス計画）の課題及び対策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全  体  目  標  

①特定健診受診率は 46.3％、特定保健指

導実施率は 28.1％となっている。 

④約３割の人がＢＭＩの有所見者であ

り、女性よりも男性のほうが多い。男性

では年代が上がるにつれて有所見率が下

がる傾向にあるが、女性では 70～74 歳

で増加する傾向にある。 

⑤中性脂肪の有所見者率は、男女とも国

に比べ有意に高い。男性が年代が上がる

につれて有所見者の割合が下がる傾向に

あるのに対し、女性は年代が上がるにつ

れて上がる傾向にある。 

⑥１回 30 分週 2 回以上運動をしていな

い割合が国に比べ有意に高い。特に 40

～64 歳の運動習慣がない人が多い。 

⑩脳血管疾患による死亡が国と比較し高

い。内訳では、脳内出血と脳梗塞の比率

がほぼ同率となっている。 

⑩脳卒中の既往歴は男女とも高い。 

不健康な期間

が長くなって

いく傾向があ

る。 

メタボリック

シンドローム

のベースとな

るＢＭＩ・腹

囲・中性脂肪

の有所見率の

標準化比が国

より有意に高

いことから、

肥満者や内臓

脂肪の多い人

が多数いると

言える。 

特定健診・特

定保健指導の

受診・実施率

が国目標値に

達しない。 

②特定健診は男性より女性のほうが受診

率が高い。また、年齢階級別にみると

40～44 歳が最も低く、年齢が上がるに

つれて増加傾向となっている。 

⑦週３回以上就寝前に夕食を摂る割合が

国に比べ有意に高い。特に 65 歳以上が

就寝前に夕食を摂っている傾向。 

⑧HbA1c の有所見者の割合は年々増加傾

向にある。また、男女ともに年代が上が

るにつれて割合が増加している。 

国に比べ脳血

管疾患の標準

化死亡比が高

い。また脳血

管疾患の標準

化医療費は男

性が女性に比

べ高い。 

③医療費の疾病割合をみると、生活習慣

病が上位を占めている。 

HbA1c の有所

見率の標準化

比が男女とも

国より高く、

約 6 割強の受

診者に異常が

あり、糖尿病

リスクの高い

人が多いと考

えられる。 

【中期目標】

糖尿病性腎症

による新規人

工透析導入者

の抑制 

【長期目標】

脳血管疾患の

死亡率の減少 

②特定保健指導 

【短期目標】

特定健診受診

率・特定保健

指導実施率の

向上 

③糖尿病及び糖

尿病性腎症重症

化予防事業 

④高血圧症重症

化予防事業※ハイ

リスク者重症化予

防事業 

⑤生活習慣病予

防事業（若年者

健康診査助成事

業） 

⑥人間ドック助

成事業 

⑦疾病重症化予

防事業※医療費

適正化事業 

⑨医療費適正化

事業 

【中期目標】

運動習慣の定

着 

⑧健康推進活動 

【中期目標】

肥満者の割合

の減少 

①特定健康診査 

現状分析  課題  重点目標  

「健康寿命の延伸」 

⑨人工透析患者数は年々増加している。

人工透析導入理由は糖尿病性腎症による

ものが最も多く 32.3％を占めている。 

⑪高血圧症の服薬は男性が約 4 割、女性

が約 3 割で、男女とも微増している. 
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○ 滝沢市で実施している個別保健事業 

事 業 内 容 対象者 目 標 

特定健康診査 生活習慣病等の疾病予防に着目した健診項目

による健康診査を行う事業です。 

滝沢市国保加入者 

40～74歳全員 

・健診受診率の向上 

・勤務先等健診結果の提供 

・情報提供該当者割合の増加 

特定保健指導 特定健康診査でメタボリックシンドローム該当者

とその予備群になった人に対し、生活習慣の見

直しについて助言し対象者と共に改善に向けて

た取り組みを行う事業です。 

滝沢市国保加入者

のうち、メタボリックシン

ドローム該当者とその

予備群になった人 

・保健指導率の向上 

・メタボリックシンドローム該当者とその

予備群の減少 

・特定保健指導対象者の減少 

糖尿病及び糖尿 

病性腎症重症化 

予防事業 

高血糖者に対し、保健指導や受診勧奨等を行

い、糖尿病及び糖尿病性腎症の重症化予防や

人工透析等への移行を予防する事業です。 

滝沢市国保加入者

のうち、HbA1c6.5 

％以上の人 

・HbA1c有所見者の減少 

・人工透析導入理由における糖尿

病性腎症の割合の減少 

・透析患者数の減少 

高血圧症重症化 

予防事業 

※ハイリスク者重 

症化予防事業 

脳血管疾患等の生活習慣病を予防するため、

訪問等により、高血圧対象者の治療状況等を

確認し、必要に応じかかりつけ医と連携を図る事

業です。 

※現在は、高血圧だけではなく、ハイリスク者重

症化予防事業として、腎機能、尿酸値、肝機

能、心電図の数値を確認し、訪問等を実施して

います。 

滝沢市国保加入者

のうち、血圧分類Ⅰ

度からⅢ度高血圧に

該当する人 

※現在は、ハイリスク

基準値に該当する人 

・脳血管疾患死亡者数の減少 

・血圧分類Ⅰ～Ⅲ度高血圧者の割

合の減少 

・脳血管疾患レセプト数の減少 

生活習慣病予防 

事業 

（若年者健康診 

査助成事業) 

若年者の生活習慣病等の疾病予防を図り、健

康への関心を高めていただく事業です。健診費

用の一部を助成しています。 

滝沢市国保加入者 

19～39歳全員 

※滝沢市国保の独自

事業です。 

・助成制度利用の増加 

・メタボリックシンドローム該当者とその

予備群の減少（主に若年層） 

人間ドック助成事 

業 

疾病の予防、早期発見を目的として、人間ドック

受診に係る費用の一部を助成します。 

滝沢市国保加入者 

40～74歳のうち、特

定健診未受診者 

(ヘルス部門では 40

歳以上の市民) 

※特定健康診査事業と同様 

疾病重症化予防 

※医療費適正化 

事業 

加入者の健康保持と疾病の早期回復、重篤化

を予防するため、家庭訪問等により健康状態の

確認を行う事業です。 

※医療費適正化の意味合いが強いため、医療

費適正化事業として実施しています。 

滝沢市国保加入者

のうち重複及び頻回

受診の対象となる人 

・訪問対象者の重症化防止 

健康推進活動 健康診査の受診率向上や医療費適正化など、

健康づくりの意識向上を目的とした周知を行う事

業です。 

滝沢市国保加入者 

（滝沢市民の方） 

・健康づくり広報紙発行 

・滝沢市民の健康意識の向上(健

康づくり宣言等) 

医療費適正化事業 通院など係る医療費用（加入者の自己負担額

を除いた額）は国保財政から支払われ、健康

維持につながっていることをご理解いただく事業で

す。また、ジェネリック医薬品に切り替えた場合の

負担軽減についてもお知らせを行っています。 

滝沢市国保加入者

で通知対象となる人 

・療養費の軽減 

・調剤費の軽減 
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